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詳しくはWEBまたはEメールにてお問い合わせください。

www.japangreen.co.uk
Email:  checkup@japangreen.co.ukCity Clinic  10 Throgmorton Ave, London EC2N UK   Tel: +44 20 7330 1750

＜健康診断コース＞
日本の健康保険組合「労働安全衛生法」によって定められている
定期健康診断の内容に準じたコースをロンドンで受診できます。

●大人コース
日本の健康保険組合「労働安全衛生法」によって定められている
定期健康診断の内容に準じた基本コースや、生活習慣病や各種
がんなど疾病の早期発見を目的とした 4コース。

コンパクトコース  £230~

スタンダードコース  £400~ 
エグゼクティブコース  £650~ 
プレミアムコース  £830~

●レディース検診
婦人科検診、乳がん検診、ブライダルチェックの３コース。

●お子様コース
乳幼児（生後６ヶ月から２歳未満）、未就学児（２歳以上）、小学生
以上を対象とした３コース。

●オプション

＜ロンドン健康5つ星パック＞
健康診断のコースと、
ホテル宿泊をセットで
ご利用していただけ
ます。さらにユーロ
スターを加えたお得
なプランもご用意。
お一人さまからご家族
まで、ニーズに合わせ
た健診プランをご提供
いたします。

[お食事 ] 提携レストランのバウ
チャーで、おいしいお食事をお楽
しみいただけます。

[ホテル宿泊 ] 交通の便が良く、
ロンドンの絶好のロケーション
に位置するホテルで、快適にお
過ごしください。

ジャパングリーンメディカルセンターは、
日本の倉敷成人病センターを母体に、シンガ
ポール・上海・ロンドンと、世界で活躍され
る皆さまに、日本の規定に合った健診を
安心して受けていただける医療機関です。
日本に帰ることなく受けられる健康診断で
早期発見、早期治療を。

ロ
ン
ド
ン
で
健
康
診
断
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

ヨーロッパで最大手の医療機関
充実した設備

日本人医師、看護師で完全日本語対応
歯科検診も可能

土曜日午前中の健診も受付

脳ドック、内視鏡検査、MRI検査、ピロリ菌検査、超音波検査など。 ※写真はイメージです。
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表紙：ポルタ・ヌオヴァの街を走るトラムとウニクレディトタワー
写真：© Depositphotos

04 Travel

進化するファッションと
デザイン、フードの街〈イタリア〉

08 Europe Now

ヨーロッパの街から
フランス l パリ「ラ・ターブル・ドゥ 53」

ポーランド l クラクフ「光あふれるステンドグラスの工房」

ベルギー l ルーヴェン「ビールと名画が楽しめる街」

ドイツ l デュッセルドルフ「ブライテンバッハーホフ・ア・カペラ・ホテル」

オランダ l アムステルダム「ファン・ウォンデレンのワッフル」

13 Wine

今月の 1 本
メルキュレ・レ・モント、ドメーヌ・ド・ヴィレーヌ

14 Healthy Life

なるほど！ヘルシーライフ
運動の勧め

15 Do you know?

ご存じですか？
ヨーロッパの国花

欧州日通 Heartliner Club 事務局
総合問い合わせ先：

（国番号）49 (0)211 90495 40

発　行　者：欧州日本通運
編集・制作：A Concept Limited

掲載記事および広告掲載に関するお問い合わせ

A Concept Limited
Beaufort House, 5 Middlesex Street, London E1 7AA UK
email: info@a-concept.co.uk

l 本誌掲載の記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。

l 本誌に掲載されている広告内容に関して、発行者および編集 
者は一切の責任を負いませんのであらかじめご了承ください。

l  掲載する内容には万全を期しておりますが、取材後の変更等
もございますので、ご利用される場合はご自身でご確認くだ
さい。尚、記事の内容をご利用されて生じた損失やダメージ
に関しては、発行者および編集者は一切の責任を負いません
のであらかじめご了承ください。
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Italy

進化するファッションと
デザイン、フードの街
イタリアきってのビジネスと金融の街であり、洗練されたファッションやデザインでも知られるミラノ。
いわゆるイタリアらしい歴史を感じさせるスポットが少ないので観光地としてはスキップされがちだが、
この街ならではの強みを生かしてモダンにどんどん進化中。2015 年の万博を機に開発が進み、街の各所
がデザインを一新。話題の店のオープンラッシュで活気あふれる国際都市として見どころも満載だ。

ミラノ

Milan1
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イ
タ
リ
ア
の
街
ら
し
か
ら
ぬ

雰
囲
気
を
持
つ
ミ
ラ
ノ

ロ
ー
マ
や
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
な
ど
の
歴
史
的
観
光
地
や
、

恵
ま
れ
た
天
候
と
美
し
い
自
然
に
溢
れ
た
南
イ
タ
リ
ア

な
ど
、
イ
タ
リ
ア
に
は
他
に
訪
れ
る
べ
き
場
所
が
多
す

ぎ
て
、
あ
え
て
観
光
で
ミ
ラ
ノ
に
来
よ
う
と
い
う
人
は

少
な
い
。
イ
タ
リ
ア
第
一
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
街
で
あ
り
、

唯
一
の
国
際
都
市
の
た
め
、
他
都
市
と
同
じ
国
と
は
思

え
な
い
く
ら
い
だ
が
、
裏
を
返
せ
ば
イ
タ
リ
ア
ら
し
い

魅
力
に
欠
け
る
街
と
も
言
え
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
ミ
ラ

ノ
は
最
近
、
こ
の
街
ら
し
い
魅
力
を
ふ
ん
だ
ん
に
生
か

し
、見
ど
こ
ろ
に
あ
ふ
れ
た
街
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

複
数
の
新
開
発
地
区
の
発
展
、
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
施
設
の
オ
ー
プ

ン
、
食
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
2
0
1
5
年
の
エ
キ
ス
ポ

前
後
の
飲
食
店
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
、
そ
し
て
も
ち

ろ
ん
ミ
ラ
ノ
を
象
徴
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
健
在
だ
。

こ
の
街
の
三
大
産
業
は
「
3
F
（
F
A
S
H
I
O
N

＝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
F
U
R
N
I
T
U
R
E
＝
家
具
、

F
O
O
D
＝
フ
ー
ド
）」
と
い
わ
れ
る
が
、
最
近
は
そ

の
強
み
を
フ
ル
に
生
か
し
て
躍
進
し
て
い
る
の
だ
。

歴
史
遺
産
に
囲
ま
れ
な
が
ら
そ
れ
を
土
台
に
発
展

す
る
イ
タ
リ
ア
の
他
都
市
に
比
べ
る
と
、
古
い
も
の

と
新
し
い
も
の
が
混
在
す
る
ミ
ラ
ノ
の
街
は
や
や
異

色
だ
が
、
そ
れ
は
常
に
侵
略
や
破
壊
の
歴
史
と
共
に

あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
歴
史
の
始
ま
り
は
、

も
と
も
と
は
ケ
ル
ト
人
の
村
で
あ
っ
た
紀
元
前
4
世

紀
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
後
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
、
東

ゴ
ー
ト
族
、
ロ
ン
バ
ル
ト
王
国
、
ス
ぺ
イ
ン
、
そ
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に
よ
り
数
世
紀
に
わ
た
っ

て
支
配
さ
れ
た
後
、
紀
元
前
2
2
2
年
に
ロ
ー
マ
帝

国
の
一
部
と
な
り
、
そ
れ
以
来
、
重
要
な
拠
点
都
市

と
な
る
。
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
か
け
て
ヴ
ィ

ス
コ
ン
テ
ィ
家
（
1
2
7
7
年
）
や
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
家

（
1
4
5
0
年
）
と
い
う
領
主
た
ち
が
統
治
す
る
中
で
、

豊
か
で
文
化
的
に
も
洗
練
さ
れ
た
都
市
と
し
て
繁
栄
。

特
に
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
家
時
代
に
は
イ
タ
リ
ア
最
大
の

ゴ
シ
ッ
ク
教
会
、
ド
ゥ
オ
モ
や
、
同
家
を
は
じ
め
代
々

の
ミ
ラ
ノ
領
主
が
居
を
構
え
た
ス
フ
ォ
ル
ツ
ェ
ス
コ

城
が
建
設
さ
れ
た
。
同
時
代
に
活
躍
し
た
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
や
ブ
ラ
マ
ン
テ
な
ど
の
建
築
家

が
実
用
性
も
考
慮
し
て
開
発
し
た
街
は
、
今
で
も
そ

の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
話
は
そ
れ
る
が
、
ミ
ラ
ノ
に
は
か
の
有
名

な
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
『
最
後
の
晩
餐
』
が
あ
る
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・
デ
ッ
レ
・
グ
ラ
ツ
ィ
エ
教
会
や
、
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
が
建
設
に
関
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ナ
ヴ
ィ
リ
オ
運

河
、
彼
の
偉
業
に
ち
な
ん
で
造
ら
れ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
科
学
技
術
博
物
館
な
ど
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
が
ら
み
の
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。2
0
1
9
年
に
は
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
の
没
後
5
0
0
年
を
記
念
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
特
別
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
（
2
0
2
0

年
1
月
ま
で
継
続
し
て
い
る
も
の
も
一
部
あ
る
の
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

そ
の
後
、
ミ
ラ
ノ
は
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ひ
い
て
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
支
配
さ

1 昔ながらの雰囲気が残るナヴィリオ運河　2 ミラノの象徴、ドゥオモ　3 ミラノの歴代の領主たちが住んだスフォル
ツェスコ城　写真：1・3 © Ufficio Stampa di Comune di Milano、2 © Dispositphotos

2

3

Nippon Express (Italia) s.r.l
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
HP: www.nipponexpress.com/moving/it
E-mail: removals.italy@neeur.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引
越しは

日本だけ
では

ありませ
ん！
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れ
、
再
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
配
下
に
入
っ
た
後
、

1
8
5
9
年
に
新
し
く
建
国
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
王
国

の
一
部
と
な
り
、
共
和
国
化
以
降
、
近
代
都
市
を
目
指

し
て
き
た
。
第
2
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
は
大
き
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
、
戦
後
は
イ
タ
リ
ア
の
産
業
・
ビ
ジ

ネ
ス
中
心
地
と
し
て
奇
跡
的
な
復
興
を
遂
げ
て
い
る
。

ミ
ラ
ノ
に
モ
ダ
ン
と
歴
史
が
混
在
す
る
の
は
、
他
都
市

に
比
べ
残
存
す
る
歴
史
的
建
造
物
が
少
な
か
っ
た
こ
と

が
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
。

2
つ
の
新
開
発
地
区
が

新
し
い
ミ
ラ
ノ
の
顔
に

そ
ん
な
ミ
ラ
ノ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ

ア
に
は
珍
し
く
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
2
つ
の
新
開
発

地
区
が
あ
り
、
こ
の
街
の
新
し
い
顔
と
な
っ
て
い
る
。

一
つ
は
ガ
リ
バ
ル
デ
ィ
駅
の
操
車
場
跡
を
再
開
発
し
た

ポ
ル
タ
・
ヌ
オ
ヴ
ァ
と
呼
ば
れ
る
地
区
で
、「
垂
直
の
森
」

と
呼
ば
れ
る
緑
に
ビ
ル
が
覆
わ
れ
た
よ
う
な
高
級
マ
ン

シ
ョ
ン
や
、
巻
い
た
旗
の
形
を
し
た
商
業
ビ
ル
「
ウ
ニ

ク
レ
デ
ィ
ト
タ
ワ
ー
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ル
が
立
ち

並
び
、
今
で
は
こ
の
ビ
ル
群
を
巡
る
ツ
ア
ー
も
開
催
さ

れ
て
い
る
ほ
ど
。
ま
た
最
近
環
境
対
策
を
大
々
的
に
う

た
っ
て
い
る
ミ
ラ
ノ
市
の
計
画
で
、
こ
の
地
域
に
は
市

民
が
収
穫
に
参
加
で
き
る
広
大
な
畑
も
あ
る
。

も
う
一
つ
は
シ
テ
ィ
ラ
イ
フ
と
い
う
旧
見
本
市
会
場

跡
の
再
開
発
地
域
。こ
こ
に
は
世
界
の
3
人
の
建
築
家
、

磯
崎
新
、
故
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ッ
ド
、
ダ
ニ
エ
ル
・
リ
ベ

ス
キ
ン
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
設
計
し
た
3
つ
の
タ
ワ
ー
を
中

心
に
、
住
居
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
立
っ
て
い
る
。

タ
ワ
ー
に
は
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ
り
、
地

域
内
に
は
ミ
ラ
ノ
で
3
番
目
に
大
き
い
公
園
や
5
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
自
転
車
専
用
道
路
が
造
ら
れ
、
市

民
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
緑
と
共
存
す
る
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
は
、
専

門
家
の
間
で
も
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
、

フ
ー
ド
の
三
つ
巴

ミ
ラ
ノ
を
デ
ザ
イ
ン
の
街
と
し
て
世
界
に
知
ら
し

め
て
い
る
の
が
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー

ク
「
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
」
だ
。
先
に
こ
の
街
の
三
大
産

業
に
つ
い
て
触
れ
た
、
1
つ
目
の
「
F
＝
家
具
」
だ

が
、
も
と
も
と
ミ
ラ
ノ
近
郊
に
は
イ
タ
リ
ア
ン
・
デ
ザ

イ
ン
を
牽
引
す
る
家
具
メ
ー
カ
ー
が
集
ま
っ
て
お
り
、

1
9
6
1
年
よ
り
「
サ
ロ
ー
ネ
・
デ
ル
・
モ
ー
ビ
レ
・

ミ
ラ
ノ
」
と
い
う
国
際
家
具
見
本
市
が
開
催
さ
れ
て
い

た
。
た
だ
、
こ
れ
自
体
は
展
示
会
場
内
だ
け
で
行
わ
れ

る
家
具
見
本
市
だ
っ
た
の
だ
が
、
同
時
期
に
市
内
で
も

「
外
サ
ロ
ー
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
、
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ン
テ

リ
ア
に
関
す
る
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
最
近
で
は
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
ミ
ラ
ノ
デ
ザ

イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
ま
た
は
「
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
」
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
い
ま
や
世
界
一
の
デ
ザ
イ
ン
の
祭

典
と
な
り
、
こ
の
時
期
に
は
1
0
0
万
人
規
模
の
人
々

で
に
ぎ
わ
う
。
イ
ベ
ン
ト
の
多
く
は
一
般
に
開
放
さ
れ

て
い
る
た
め
、
視
察
ツ
ア
ー
も
多
く
、
同
時
期
の
集
客

の
半
数
以
上
は
外
国
人
客
が
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ミ
ラ
ノ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
や

現
代
ア
ー
ト
関
連
の
施
設
が
あ
る
。
古
く
は
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
か
ら
、
近
年
オ
ー
プ
ン
し
た
プ
ラ
ダ
財
団
や
ピ

レ
リ
財
団
の
ハ
ン
ガ
ー
・
ビ
コ
ッ
カ
ま
で
、
ミ
ラ
ノ
ら

し
い
注
目
ス
ポ
ッ
ト
も
増
加
中
だ
。

2
つ
目
の
「
F
＝
食
」
の
ト
レ
ン
ド
は
、
2
0
1
5

年
に
行
わ
れ
た
ミ
ラ
ノ
万
博
の
テ
ー
マ
が
食
で
あ
っ
た

こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
自
国
の
美
食
に
絶
対
の
信

頼
を
置
く
イ
タ
リ
ア
人
は
基
本
的
に
食
に
対
し
て
は
保

守
的
な
た
め
、
イ
タ
リ
ア
で
は
外
国
料
理
や
世
界
的
な

食
の
流
行
は
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
い
傾
向
が
あ
っ
た

が
、
万
博
の
開
催
に
前
後
し
て
、
外
国
料
理
や
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
気
に
出
現
し
て
き
た
。

例
え
ば
外
国
料
理
で
は
特
に
空
前
の
日
本
食
ブ
ー
ム

が
起
き
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
料
理
と
い
え
ば
寿
司

や
刺
身
だ
け
だ
っ
た
の
が
、
い
ま
や
ラ
ー
メ
ン
や
お
好

み
焼
き
な
ど
の
専
門
店
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
世
界
的

な
チ
ェ
ー
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
も
少

な
か
っ
た
が
、
万
博
の
直
前
に
「
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ

ラ
イ
ド
・
チ
キ
ン
」
が
、
2
0
1
8
年
に
は
「
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
・
リ
ザ
ー
ブ
ド
・
ロ
ー
ス
タ
リ
ー
」
の
世
界

で
3
番
目
の
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、そ
の
後
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
も
増
え
た
。

そ
し
て
、
ポ
キ
丼
や
カ
ラ
フ
ル
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
世

界
的
な
食
の
流
行
が
上
陸
す
る
の
も
ミ
ラ
ノ
な
ら
で

6

45
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は
。
最
近
需
要
が
増
え
て
き
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
や
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
の
飲
食
店
も
各
種
そ
ろ
っ

て
い
る
。
と
は
い
え
、
ミ
ラ
ノ
風
リ
ゾ
ッ
ト
や
ミ
ラ
ノ

風
カ
ツ
レ
ツ
、
オ
ッ
ソ
ブ
ー
コ
な
ど
の
郷
土
料
理
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
ミ
ラ
ノ
が
特
別
な
の
は
、
そ
の
地
の
郷
土
料

理
店
に
偏
り
が
ち
な
他
都
市
と
違
い
、
ナ
ポ
リ
風
ピ
ッ

ツ
ァ
か
ら
ロ
ー
マ
料
理
、
シ
チ
リ
ア
料
理
ま
で
イ
タ
リ

ア
全
土
の
料
理
が
味
わ
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

最
後
の
「
F
＝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
説
明

す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
三
大
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
地
と
し
て
ミ
ラ
ノ
の
パ
ワ
ー
は
衰
え
る
こ
と
が
な

い
。
ミ
ラ
ノ
き
っ
て
の
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
、
モ
ン

テ
ナ
ポ
レ
オ
ー
ネ
通
り
界
隈
や
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ

ヌ
エ
レ
2
世
の
ガ
レ
リ
ア
に
加
え
、
前
出
の
ポ
ル
タ
・

ヌ
オ
ヴ
ァ
に
も
ブ
ラ
ン
ド
通
り
が
で
き
た
。
イ
ゾ
ラ
、

ポ
ル
タ
・
テ
ィ
チ
ネ
ー
ゼ
地
区
に
は
個
性
的
な
か
わ
い

い
お
店
が
点
在
し
、
ト
リ
ノ
通
り
や
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
大
通
り
に
は
大
衆
的
な
シ
ョ
ッ
プ
が
並
ん
で
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
常
に
影
響
し

合
っ
て
い
る
こ
と
。前
出
の
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、

多
く
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
イ
ン
テ
リ
ア
メ
ー

カ
ー
の
コ
ラ
ボ
が
見
ら
れ
る
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ

テ
ィ
ッ
ク
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設
さ
れ
た
り
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
有
名
シ
ェ
フ
が
コ
ラ
ボ
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
か
と
思
え
ば
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
設
計
を
有
名
建
築
家
や
家
具
メ
ー

カ
ー
が
担
当
す
る
と
い
う
具
合
だ
。
こ

う
し
て
常
に
新
鮮
な
話
題
を
提
供
す
る

こ
と
で
ミ
ラ
ノ
は
流
行
の
発
信
源
と

な
っ
て
い
る
。

リ
ナ
ー
テ
空
港
か
ら
市
内
を
横
断
す

る
新
地
下
鉄
も
建
設
中
で
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
進
む
ミ
ラ
ノ
。
霧
の
か
か
っ
た

物
憂
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
こ
の
街
は
今
、

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
向
か
っ
て
い
る
。        

（
田
中 

美
貴
）

● ミラノ・ツーリストオフィス 
www.yesmilano.it 

● レオナルド・ダ・ヴィンチ没後 500 年記念 
www.in-lombardia.it/en/visiting-lombardy/leonardo-500

4 高層ビル建設ラッシュのポルタ・ヌオヴァ　5 シティライフにあるザハ・ハディッド設計のビル　6 観光名所的存在、
垂直の森　7 複合アートギャラリー、プラダ財団　8 サフラン風味のミラノ風リゾット　9 ヴィットリオ・エマヌエ
レ 2 世のガレリアのクーポラ部分　10 スフォルツェスコ城　写真：4・6・9 © Comune di Milano、5 © Domeni
co Cicchetti、7 © Bas Princen、10 © Depositphotos
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www.nipponexpress.com/moving/frフランス日通
公式サイト ：

フランス日本通運 パリ海外引越センター
お問い合わせは、日本語でどうぞ。
1 rue du Chapelier, BP 18177   95702 ROISSY CDG CEDEX

TEL +33 (0)1-4184 6350 E-MAIL  nittsu.paris@neeur.com

1
8
0
0
年
か
ら
続
く
パ
リ
最

古
の
歴
史
を
誇
る
ア
ー
ケ
ー
ド
街

「
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
・
パ
ノ
ラ
マ
」

は
歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ
れ
、
19

世
紀
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
空
気
が
流
れ
て
い
る
。

こ
の
53
番
地
に
、
今
評
判
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
タ
ー
ブ
ル
・
ド
ゥ

53
」
が
あ
る
。
こ
こ
は
日
本
人
が
初

の
2
つ
星
を
獲
得
し
た
「
パ
ッ
サ
ー

ジ
ュ
53
」
が
店
を
構
え
て
い
た
場
所

だ
。
ト
ッ
プ
シ
ェ
フ
の
移
動
に
伴

い
、
セ
カ
ン
ド
シ
ェ
フ
だ
っ
た
中
村

秀
樹
氏
と
パ
テ
ィ
シ
エ
の
光
武
宏
氏

が
後
を
継
ぎ
、
よ
り
カ
ジ
ュ
ア
ル
な

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
に
姿
を
変
え
た
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
前
菜
に
ニ
シ

ン
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
オ
イ
ル
漬
け
、

ポ
ー
チ
ド
エ
ッ
グ
、
メ
イ
ン
に
バ
ス

ク
風
仔
豚
の
ロ
ー
ス
ト
、
仔
羊
の
ナ

ヴ
ァ
ラ
ン
と
い
っ
た
ビ
ス
ト
ロ
の
定

番
料
理
が
並
ぶ
が
、
味
は
繊
細
な
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
そ
の
も
の
。
ニ
シ
ン

の
前
菜
は
ふ
わ
っ
と
つ
ぶ
し
た
ジ
ャ

ガ
イ
モ
に
フ
ェ
ン
ネ
ル
や
青
リ
ン

ゴ
、
ラ
イ
ム
の
皮
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
感

を
加
え
、
ク
リ
ー
ム
状
に
し
た
ニ
シ

ン
と
ア
ン
チ
ョ
ビ
で
立
体
感
を
出
し

て
い
る
。
素
材
の
力
を
生
か
し
た

ピ
ュ
ア
な
料
理
で
、
彩
り
も
美
し
く

と
び
き
り
新
鮮
な
野
菜
の
組
み
合
わ

せ
は
目
に
も
舌
に
も
う
れ
し
い
。

デ
ザ
ー
ト
に
は
エ
ル
ダ
ー
フ
ラ

ワ
ー
の
ク
レ
ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
、
ク

リ
ス
ピ
ー
な
ク
レ
ー
プ
生
地
「
ガ

ヴ
ォ
ッ
ト
」
を
軸
に
し
た
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
菓
子
な
ど
、
ど
れ
も
香
り
高

く
、
目
が
覚
め
る
よ
う
な
お
い
し
さ
。

デ
ザ
ー
ト
ま
で
し
っ
か
り
と
味
わ
い

た
い
。                 

（
魚
住 
桜
子
）

［ フランス ● パリ ］

軽快な料理と絶品のデザートが楽しめる

ラ・ターブル・ドゥ 53

INFORMATION
ラ・ターブル・ドゥ 53 
La Table du 53
53 Passage des Panoramas, 75002 Paris 
+33(0)1 42 33 04 35
www.latabledu53.com/index.eng.html 
時間：火〜土 12:00 – 14:00、19:30 – 21:00
休：月・日 
料金：ランチ 28€ 〜、ディナー 85€ 〜

France1 ラ・ターブル・ドゥ 53 の内観　2 中村秀樹シェフ　3 パティシエの光武宏氏　4 ニシンとジャガイモのオイル漬け　5 カヴォットを使っ
たチョコレート菓子　写真：© Olivier D'almeida
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Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  K. 15  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey 
TEL: +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
e-mail removal.istanbul@neeur.com

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

トルコ日通
www.nipponexpress.com/moving/tr

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
古
都
ク
ラ
ク
フ
に

は
20
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
の
工
房
が
あ
る
。
建
設

当
時
か
ら
現
在
ま
で
絶
え
る
こ
と
な

く
製
造
さ
れ
続
け
て
い
る
ガ
ラ
ス
芸

術
が
昔
な
が
ら
の
手
法
で
生
み
出
さ

れ
る
様
子
を
見
学
で
き
る
よ
う
、
仕

事
場
を
そ
の
ま
ま
博
物
館
と
し
た
こ

の
場
所
に
は
、
世
界
中
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
で

作
ら
れ
た
多
数
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

は
有
名
な
バ
ベ
ル
城
や
教
会
で
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

ベ
ル
リ
ン
か
ら
モ
ス
ク
ワ
、
さ
ら
に

は
ア
メ
リ
カ
で
も
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

時
間
が
あ
れ
ば
、
館
内
の
一
般
見

学
コ
ー
ス
は
予
約
不
要
な
の
で
ぜ
ひ

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
掛
け
値
な

し
に
面
白
い
案
内
係
の
説
明
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
太
陽
の
光
を
当
て
て

色
選
び
を
し
た
り
下
書
き
の
絵
に
合

わ
せ
て
ガ
ラ
ス
を
カ
ッ
ト
し
て
い
る

職
人
の
仕
事
場
へ
ち
ょ
っ
と
お
邪
魔

す
る
、
と
い
う
見
学
だ
。
工
房
で
使

わ
れ
て
い
る
机
な
ど
は
1
0
0
年

前
と
同
じ
も
の
で
、
用
具
も
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
見
学
者
は
実
際
に
同
色
系

の
ガ
ラ
ス
を
自
然
光
の
下
で
見
比
べ

た
り
、
人
物
画
を
描
き
込
む
折
に
用

い
ら
れ
る
手
法
を
筆
を
使
っ
て
試
す

こ
と
が
で
き
た
り
と
、
約
45
分
の
見

学
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し

ま
う
。
見
学
後
は
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場

横
で
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
み
な
が
ら
、

お
土
産
に
博
物
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
小
物
を
選
ぶ
の
も

い
い
だ
ろ
う
。（

ソ
ル
ネ
ク
流 

由
樹
）

［ ポーランド ● クラクフ ］

昔ながらの手法で職人が作る

光あふれるステンドグラスの工房

INFORMATION
ステンドグラス博物館・作業場 

Pracownia i muzeum witrażu
al. Krasińskiego 23,31-111 Kraków 

+48 512 937 979 
muzeumwitrazu.pl

時間：火〜土 12:00 – 18:00
休：月・日 

料金：28zł（英語案内 35zł）

Poland
1 見学参加者が筆を手に人物画の描き込みに挑戦中　2 前衛的なデザ
インもステンドグラスにはめ込む　3 夕方の作業場は息を飲む美しさ　
写真：1 © Y.N.Sornek、2・3 © Pracownia I Muzeum Witrażu
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Nippon Express Belgium N.V.

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814
FAX +32 (0)2 751 9246  E-MAIL: neb.removal@neeur.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
1830 Machelen, Belgium

引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ

ル
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

か
ら
列
車
で
20
分
ほ
ど
の
中
世
の

街
。「
街
の
中
に
大
学
が
あ
る
の
か
、

大
学
の
中
に
街
が
あ
る
の
か
」
と
い

わ
れ
る
ぐ
ら
い
、
大
学
や
宗
教
関
係

の
建
物
が
多
い
。
15
世
紀
に
は
大
学

が
造
ら
れ
、
神
学
の
権
威
と
し
て

そ
の
名
声
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
が

り
、
人
文
学
者
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
ラ

テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
な
ど
を
教
え

る
学
部
を
創
設
し
た
。

ま
ず
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
市

庁
舎
が
立
つ
マ
ル
ク
ト
広
場
に
行

こ
う
。
縦
の
線
を
強
調
す
る
ブ
ラ

バ
ン
ト
様
式
の
建
物
は
、
少
し
距

離
を
置
い
て
見
た
方
が
分
か
り
や

す
い
。
偉
人
や
聖
人
な
ど
を
か
た

ど
っ
た
2
3
6
体
の
彫
刻
で
覆
わ

れ
、「
石
で
作
ら
れ
た
聖
な
る
箱
」

と
い
わ
れ
る
。

聖
ペ
テ
ロ
教
会
に
は
、
初
期
フ
ラ

ン
ド
ル
派
の
画
家
、
デ
ィ
ル
ク
・
ボ

ウ
ツ
の
『
最
後
の
晩
餐
』
が
あ
る
。

こ
の
絵
の
特
徴
は
、
聖
書
の
物
語
で

な
く
、
あ
た
か
も
イ
エ
ス
が
聖
体
を

聖
別
す
る
ミ
サ
の
神
父
で
あ
る
か
の

よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

名
画
鑑
賞
の
後
は
ビ
ー
ル
を
飲
み

に
、
カ
フ
ェ
や
バ
ー
が
勢
ぞ
ろ
い
す

る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
長
い
バ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
地
域
、
オ
ウ
ド
・
マ
ル

ク
ト
に
行
こ
う
。
ル
ー
ヴ
ェ
ン
で

ビ
ー
ル
産
業
が
栄
え
た
の
は
、
ブ
ラ

バ
ン
ト
の
森
の
地
下
を
上
質
な
水
が

流
れ
て
い
る
か
ら
で
、
有
名
な
「
ス

テ
ラ
」
が
誕
生
し
た
の
も
当
地
で
あ

る
。
パ
ノ
ラ
マ
バ
ス
を
利
用
す
る
と
、

ベ
ギ
ン
ホ
フ
修
道
院
や
ス
テ
ラ
・
ア

ル
ト
ワ
の
工
場
な
ど
も
回
れ
る
の
で

便
利
で
あ
る
。         

（
宮
崎 

真
紀
）

［ ベルギー ● ルーヴェン ］

中世から続く大学都市

ビールと名画が楽しめる街
INFORMATION

ルーヴェン 
Leuven

ルーヴェン観光局 
www.visitleuven.be

Belgium 1 ヨーロッパ一大きいゴシック建築の市庁舎　2 ディルク・ボウツの『最後の晩餐』　3 40 以上のカフェやバーが並ぶオウド・
マルクト　写真：1・3 © MakiMiyazaki、2 © M Museum Leuven
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255-707-491

　「心で運ぶハートライナー」 へのお申し込み・お問い合わせは、 下記の支店・営業所まで電話かEmail でお気軽に。 
申込用メールアドレス HEARTLINER@neeur.com　ウェブアドレス www.nipponexpress.com/moving/de

Germany

［ ドイツ ● デュッセルドルフ ］

富豪やセレブお気に入りの最高級ホテル

ブライテンバッハーホフ・ア・カペラ・ホテル

INFORMATION
ブライテンバッハーホフ・ア・カペラ・ホテル 
Breidenbacher Hof a Capella Hotel
Koenigsallee 11, 40212 Duesseldorf 
+49 211 160 900 
www.capellahotels.com

23

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
中
心
街
、

マ
ロ
ニ
エ
の
並
木
道
で
人
気
の
高
級

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
り
「
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ

ス
ア
レ
ー
」
に
面
し
た
「
ブ
ラ
イ
テ

ン
バ
ッ
ハ
ー
ホ
フ
・
ア
・
カ
ペ
ラ 

・

ホ
テ
ル
」
は
、
市
内
観
光
に
最
高
の

立
地
、
そ
し
て
同
市
の
空
港
か
ら
パ

リ
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
欧
州
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
簡
単
な
こ
と
か
ら
、

世
界
の
ス
タ
ー
や
富
豪
の
定
宿
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
圧
倒
さ
れ
る
の

は
、
贅
沢
な
生
花
や
ゴ
ー
ル
ド
装
飾
、

華
麗
な
黒
大
理
石
の
階
段
だ
。
真
紅

の
花
と
黒
の
色
合
い
が
見
事
な
ま
で

に
マ
ッ
チ
し
て
、
ま
る
で
映
画
の
世

界
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
気
分
に
な

る
。
ル
ー
ム
キ
ー
で
ア
ク
セ
ス
可
能

な
ラ
ウ
ン
ジ
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
万

全
で
、
大
き
め
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ

て
無
料
の
コ
ー
ヒ
ー
や
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
、
軽
食
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
味

わ
う
と
、
立
つ
の
が
お
っ
く
う
に
な

る
ほ
ど
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
。

客
室
は
9
階
ま
で
あ
り
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
街
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
防
音
装
置
完
備
の
室
内
は
市
街

の
喧
騒
が
完
全
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
さ
れ
、
静
寂
を
満
喫
で
き
る
。
時

差
に
悩
む
宿
泊
客
に
と
っ
て
好
評
な

の
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
12
時
、
ア
ウ

ト
15
時
、
部
屋
が
空
い
て
い
れ
ば
時

間
外
で
も
滞
在
で
き
る
と
い
う
、
客

の
動
向
や
要
望
を
心
得
た
対
応
だ
。

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
も
、
プ
ー
ル
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
を
無
料
で
利

用
で
き
、
時
間
を
持
て
余
す
こ
と
な

く
ホ
テ
ル
を
最
大
限
に
満
喫
で
き
る

の
も
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス

だ
。（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 
典
子
）

1 エントランスホール。右の階段を上がるとカフェとレストランがある　2 新鮮なフルーツと野菜、パンやソーセージなど種類が
豊富な朝食　3 ハネムーンカップルに素敵なプレゼント。日本人スタッフが丁寧に対応してくれる　4 正面玄関。セレブ宿泊時に
は周辺の通りが通行止めになることも　5 スパ・プールはチェックアウト後も無料で利用できる　写真：＠ norikospitznagel
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europe  now ヨーロッパの街から

オ
ラ
ン
ダ
の
お
菓
子
の
代
表
格

で
あ
る
ス
ト
ロ
ー
プ
ワ
ッ
フ
ル
。
国

外
で
も
手
軽
に
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
本
場
で
作
ら

れ
た
も
の
の
お
い
し
さ
は
格
別
だ
。

中
で
も
2
0
1
7
年
に
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
オ
ー
プ
ン
し
た
専
門
店

「
フ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ン
デ
レ
ン
」
の
ス

ト
ロ
ー
プ
ワ
ッ
フ
ル
は
、
お
い
し
い

だ
け
で
な
く
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
か

わ
い
い
。

子
ど
も
の
頃
、
青
空
市
で
祖
父

に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ワ
ッ
フ
ル

が
原
点
と
な
っ
て
い
る
と
オ
ー
ナ
ー

が
言
う
同
店
の
焼
き
立
て
ワ
ッ
フ
ル

は
、
サ
ク
サ
ク
し
た
歯
ざ
わ
り
だ
が
、

中
に
塗
ら
れ
た
ス
ト
ロ
ー
プ
（
砂

糖
を
煮
詰
め
た
焦
げ
茶
色
の
シ
ロ
ッ

プ
）
が
ト
ロ
リ
と
流
れ
出
て
し
ま
う

く
ら
い
柔
ら
か
い
。
そ
の
上
、
表
面

に
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ソ
ー
ス
が
塗
ら

れ
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
や
ナ
ッ
ツ
な
ど
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
も
乗
せ
て
も
ら
え
る
。

一
般
的
に
ス
ト
ロ
ー
プ
ワ
ッ
フ

ル
は
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
入
れ
た

カ
ッ
プ
の
上
に
置
き
、
そ
の
熱
で

温
め
る
の
が
お
い
し
い
食
べ
方
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
焼
き
立
て

は
そ
の
次
元
を
は
る
か
に
超
え
た

お
い
し
さ
で
あ
る
。

買
っ
て
す
ぐ
に
食
べ
な
い
場
合

は
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る
熱
が
取
れ

た
も
の
を
箱
詰
め
で
購
入
で
き
る
。

た
だ
、
オ
ス
ス
メ
は
や
は
り
焼
き

立
て
だ
。
フ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ン
デ
レ
ン

は
中
心
街
に
4
店
舗
構
え
て
い
る
の

で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
つ
い
で
に
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
、
運
河
沿
い
を
歩

き
な
が
ら
出
来
立
て
の
ワ
ッ
フ
ル
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
。   

（
東
風 

伊
吹
）

INFORMATION
ファン・ウォンデレン・ストロープワッフルス 

Van Wonderen Stroopwafels
Leidsestraat 12, 1017PA, Amsterdam

（他アムステルダム中心街に 3 店舗あり） 
+31 20 737 1064

www.vanwonderenstroopwafels.nl 
時間：毎日 10:00 – 22:00

料金：3.95€ 〜

1 ホワイトチョコがトッピングされたワッフル　2 その場で好きなトッピングを 1 種類選べる　3 ショッピ
ング街にある店は立ち寄りやすい　4 日持ちするお土産用ワッフルなども販売　写真：© Ibuki&Pen

 The Netherlands

［ オランダ ● アムステルダム ］

デコレーションもかわいい本場の味

ファン・ウォンデレンのワッフル

3 2

1

4

オランダ日本通運アムステルダム引越センター 　　  AMSTERDAM REMOVAL CENTER 24 CESSNALAAN, SCHIPOL-RIJK 1119NL 
TEL: +31(0)20-500-5200　FAX: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-MAIL: removals@neeur.com

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック



英語で「バーガンディ」と呼ばれるブルゴーニュは、

フランス東部に位置するワインの名産地。気候は比較的

涼しく乾燥しがちで昼夜の気温差もあり、ブドウ栽培に

適しています。また、緩やかな丘陵地帯が南北にうねる

ように広がり、日当たり、気温など気候条件も場所によっ

て少しずつ違うため、土地ごとの個性が生み出されます。

今回ご紹介するのは、ドメーヌ・ド・ヴィレーヌで造

られる、コート・シャロネーズ地区の AOC（原産地呼称

統制）メルキュレ産のワインです。この地区は、最高級

ワインの生産地であるコート・ドール地域の南部、コー

ト・ド・ボーヌ地区に近く、土壌、気候などが似ており、

質の高いワインが比較的安く購入できる場所。

この赤ワインに使われるブドウ品種ピノ・ノワールは、

若いときはルビー色で溌剌とした赤系果実の香りがしま

すが、年と共に煉瓦のような色合いと、秋の森の下草や 

皮、スパイスの香りへ変化していきます。繊細で洗練さ

れたタンニンも特徴です。

このドメーヌは 1971 年、ドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・

コンティ（コート・ドール北部コート・ド・ニュイ地区

の世界で最も有名で高価なワインの一つ）社の共同経営

者であるオベール・ド・ヴィレーヌ氏によって設立され

ました。現在は、甥のピエール・ド・ブノワ氏が主にワ

イン造りを行っています。

1986 年からビオロジック農法、現在は一部の畑でビ

オディナミ農法も実践。ドメーヌのポリシーである「全

ては葡萄とテロワールの個性をあるがままに表現するた

めに」、厳しくそして細心の注意が必要な作業を重ね、微

妙なニュアンスを表現するワインを造っています。

2016 年は、あまり天候的に恵まれず少ない生産量で

すが、とても良質なヴィンテージ。ジューシーで若々し

い赤系果実が口いっぱいに広がる中、しなやかでシルキー

なテクスチャーで引き締め、心地良いタンニンがフィニッ

シュを大きく包み込みます。広がりがあり、熟成のポテ

ンシャルを深く感じさせます。

ブノワ氏曰く、「先を見据えながら飲んで。あと 4 〜

5 年たてば、果実味が全て削ぎ落とされ、このワインの

本質があらわとなって、より複雑な表情を見せるから」。

大地を取り巻く自然界と月を取り巻く天界のエネル

ギー。これらがつながる果てしない宇宙が、ブノワ氏と

このワインを取り巻いているのが見えました。これで１

本 35 ユーロ、お得過ぎです！                （鈴木 かづみ）

【生産地】
フランス・ブルゴーニュ地方

【ブドウの品種】
ピノ・ノワール 100％

【ワインひとくちメモ】
ビオロジック農法、ビオディナ
ミ農法。
ビオロジックとは、有機栽培、
オーガニックのこと。
ビオディナミとは、天体の動き
に着目し、太陰暦に基づく「農
業暦」に従い種まきや収穫など
を行い、自然と超自然との調和
を目指す、有機栽培の一種。20
世紀初めのオーストリアの哲学
者・神秘思想家・教育者、R. シュ
タイナーが提唱。

Mercurey Les Montots, 
Domaine de Villaine 
メルキュレ・レ・モント、ドメーヌ・ド・ヴィレーヌ
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Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店   TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店   TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはスペイン日通マドリッド支店まで
TEL +34-91-748-0862　FAX +34-91-748-0850/53



なるほど！
ヘルシーライフ

Vol.7

わたしたちのデフォルト 
人間も動物の一種なので、基本的には「動く物」としてデザイン

されています。ずっと座ったままで長時間過ごすようにはできてい

ないため、運動不足も含め、動きの少ないライフスタイルが、代謝

不良の原因にもなっています。

歩く以外に交通手段のなかった先人たちが、1 日に歩いた距離は

時には数十キロにも及び、現代人の 1 日平均とは比べ物になりませ

ん。丈夫な足腰は健康には欠かせない要素なので、週に 5 〜 6 日

は 1 日合計１時間以上歩くことを目標にしましょう。

座ったままでいることは、喫煙よりも不健康 !?
5 〜 6 年ほど前、各種データに基づいて、座ったままで長時間過

ごすことは、喫煙よりも健康に悪影響を及ぼすと発表され、センセー

ションを巻き起こしました。これを機に、スタンディング・デスク

を導入する会社が増えているようです。代謝のみならず寿命に関わ

る問題なので、その後も継続し

て関連の調査が各種行われてい

ます。日中はオフィスで一日中

コンピュータに向かい、帰宅後

は就寝前までテレビやタブレッ

トの前でほとんど動かない生活

を送っているなら、要注意です。

運動が必要な理由
運動は筋肉の成長を促します。運動不足により特定の筋肉が衰え

れば、骨格をうまく支えられなくなるため、姿勢や動きの問題に加

えて、痛みを生じる可能性もあります。肥満や糖尿病の予防や対策

に運動が勧められているのは、代謝の活性化はもちろん、グルット

4 と呼ばれるグルコース・トランスポーターを刺激し、インスリン

と共に効率よくブドウ糖を細胞内に取り込むことを助けるため。

また、運動後に気分爽快になる効果も見逃せません。これは、脳

から脳由来神経栄養因子というケミカルが分泌されるためで、鬱の

改善や脳の健康にも、大いに有効とされています。細胞内でエネル

ギー生成を司るミトコンドリアの活動や健康状態も、適度な運動に

よって活性化されます。

運動のタイプとタイミング
ジョギングやエアロビクスなど、心拍を上げる運動は、コルチ 

ゾール値を上げ交感神経優位にします。コルチゾールは眠りに必要

なメラトニン合成を妨げるので、眠りが浅い人は、夕方以降の運動

選びに注意してください。特に疲れ気味の人は、出勤前に短時間で

効率よく運動するのがお勧めです。日頃のストレス度が高い人は、

ヨガや太極拳／気功など、緩やかに汗をかくような運動を取り入れ

てみてはいかがでしょう。副交感神経を刺激して、脳や神経のバラ

ンスを整えるのに有効です。

運動の勧め
近所のスーパーに車で買い物に行っているなら、徒歩に切り替えてはいかがでしょうか。

歩くことで代謝が刺激され、荷物を持つことで腕や腹筋が強化されると思えば、立派な運動です。
ジムでの運動ももちろん効果的ですが、毎日適度に歩くことを習慣にしましょう。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )

07

ラグビー W 杯日本大会で大活躍を果たした日本代表チーム。ユニ

フォームの桜のエンブレムが素敵でしたね。桜は日本を象徴する花と

考えられており、国花としても親しまれています。

ところで、国花とは何かご存知でしょうか。まず、辞書で“国花”

を調べると、“その国を代表するものとして、国民から最も親しまれ

重んじられる花”とあります。国花の選び方は各国によって異なり、

法律や議会で制定されたもの、国民投票で決定したもの、故事や伝説

にちなんだもの、王室の象徴として用いられたものなどさまざまです

が、実際には公的な手続きを経て決められたものは少なく、長年の慣

習によるものが多いそうです。例えば、日本でも実は法定の国花はあ

りませんが、日本人に愛されている桜と皇室の家紋のもとになる菊が

国花として扱われています。

それでは、ヨーロッパ各国の国花について、紹介していきましょう。

分かりやすいのは、オランダのチューリップ、オーストリアとスイス

のエーデルワイス、ブルガリアのローズ。いずれも世界を代表する生

産地です。

アイルランドはシャムロック。シャムロックという種類の植物はな

く、カタバミやシロツメクサなど、葉が３つに分かれている草の総称

だそうです。フランスはアイリスまたはユリ。これはフランス王室の

紋章「フルール・ド・リス」の形が元になっているといわれています。

キプロスとギリシャは国花ならぬ国樹がオリーブで、同様にスウェー

デンの国樹は北欧神話にも登場するセイヨウトネリコです。他にもド

イツはヤグルマギク、スペインとポルトガルはカーネーション、ハン

ガリーはゼラニウム、スウェーデンとフィンランドはスズラン、ポー

ランドはパンジー、ロシアはヒマワリなどが国花とされています。

ややこしいのはイギリス。イングランドはローズ、スコットランド

はアザミ、ウェールズはラッパ水仙またはリーキ、北アイルランドは

シャムロックです。ローズは、バラ戦争で勝利したランカスター家の

シンボルであり、テュ―ダー朝王室の紋章にもなっています。ラグビー

のイングランド代表チームのエンブレムも赤いバラでした。

それぞれの国民から親しまれている花々。各国の国花を調べていく

と、お国柄を垣間見るようで楽しいですね。              （名取 由恵）

ヨーロッパの国花

なるほど！
ヘルシーライフ
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イギリスで学ぶ
様々な文化交流活動を通して歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

充実した異文化交流プログラム

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学研修、
UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science Workshop、
年3回のHome stay、現地校短期留学など。

学校見学随時受付中！email: eikoku@rikkyo.uk

 【入試情報】
 2020年度 中学部・高等部 入学試験〈B日程〉 出願期間：2020年1月8日(水)～1月17日(金) ＜選考期日：2020年1月26日(日)＞
 募集人数：中学部第一学年 約5名、高等部第一学年 約10名
 2020年度 4月編入試験　出願期間：2020年1月6日(月)～1月10日(金) ＜募集人数：若干名＞ ※詳細は本校ホームページをご覧ください。



謹
賀
新
年

昨
年
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
み
な
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も日本での引越も
日通グループがお世話致します日通グループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッ
フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店
から日本全土にお届けします。から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包をチェックし、作業を引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包をチェックし、作業を
オーガナイズいたします。オーガナイズいたします。

目的に応じた梱包資材をご用意目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ
ください。ください。

きめ細かなサービスが自慢ですきめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先
立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から
送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。

忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も
日通グループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッ
フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店
から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作
業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ
ください。

きめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先
立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から
送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。


